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◆
宇
都
宮
市
後
援
会
総
会
◆

白
衣
の〝
梅
ち
ゃ
ん
先
生
〞
も
登
場

　
日
本
共
産
党
の
宇
都
宮

市
後
援
会
は
７
月
29
日
、

総
会
を
開
き
、
総
選
挙
で

の
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
２
議

席
確
保
を
め
ざ
す
得
票
目

標
、
活
動
方
針
な
ど
を
決

め
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
梅
村
さ
え

こ
衆
院
北
関
東
比
例
候
補

が
参
加
し
、
披
露
さ
れ
た

寸
劇
「
長
屋
談
義
」
で
医

師
役
を
演
じ
、
満
席
の
会

場
を
さ
ら
に
沸
せ
ま
し
た
。

　
寸
劇
は
、
消
費
税
の
増

税
問
題
な
ど
で
話
し
合
っ

た
町
内
に
住
む
熊
さ
ん
と

八
ち
ゃ
ん
ら
が
、
共
産
党

の
躍
進
を
呼
び
か
け
た
も

の
。
梅
村
候
補
は
、
聴
診

器
を
首
に
か
け
、
白
衣
姿

で
登
場
。「
テ
レ
ビ（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
朝
ド
ラ
）
の
梅
ち
ゃ

ん
先
生
は
、
病
気
を
治
す

お
医
者
さ
ん
で
す
。
私
は
、

今
の
と
ん
で
も
な
い
政
治

を
治
す
、
梅
ち
ゃ
ん
先
生

で
ー
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

い
っ
せ
い
に
拍
手
と
笑
い

声
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
梅
村
さ
ん
は
、
劇
の
結

び
で
「
衆
院
本
会
議
の
増

税
法
案
の
強
行
採
決
現
場

に
立
ち
、
議
席
絶
対
確
保

へ
の
決
心
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
勝
利
を
も
ぎ
取
る

た
め
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
た
な
べ
明
男
１
区
候
補

は
「
原
発
ゼ
ロ
を
求
め
る

住
民
運
動
を
広
げ
、
共
産

党
の
自
力
も
つ
け
、
議
席

増
に
結
び
つ
け
た
い
」
と

発
言
し
ま
し
た
。

医師役で登場し、会場を湧かせた梅村候補（左）と、八ちぁん役
の福田久美子市議（左から2人目）、熊さん役の荒川市議（左から
3人目）＝宇都宮市

　
目
前
に
迫
っ
た
衆
院
選

挙
で
の
躍
進
め
ざ
し
、
日

本
共
産
党
北
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
女
性
キ
ャ
ラ
バ
ン
宣
伝

が
７
月
下
旬
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
26

日
、
梅
村
さ
え
こ
衆
院
北

関
東
比
例
候
補
が
、
４
市

で
各
衆
院
選
挙
区
候
補
、

地
方
議
員
、
女
性
後
援
会

員
ら
の
応
援
を
う
け
、
街

頭
に
立
ち
ま
し
た
。

　
白
地
に
緑
色
で
斜
め
の

太
い
ス
ト
ラ
イ
ブ
が
入
っ

た
カ
ラ
フ
ル
な
大
型
宣
伝

カ
ー
は
朝
、
佐
野
市
を
か

わ
き
り
に
鹿
沼
市
、
宇
都

宮
市
、
大
田
原
市
へ
と
県

内
を
縦
断
。
消
費
税
増
税

法
案
廃
止
、
原
発
ゼ
ロ
を

呼
び
か
け
た
宣
伝
カ
ー
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
注
目
を
集

め
ま
し
た
。

　
佐
野
市
で
は
川
上

均

５
区
候
補
、
鹿
沼
市
で
は

藤
井

豊
２
区
候
補
ら
と

合
流
。
宇
都
宮
市
で
は
、

宣
伝
パ
ネ
ル
を
掲
げ
た
後

援
会
員
と
と
も
に
市
内
中

心
部
で
消
費
税
増
税
法
案

の
廃
案
を
訴
え
ま
し
た
。

大
田
原
市
で
は
、
秋
山
ゆ

き
こ
３
区
候
補
と
な
ら
び
、

「
草
の
根
の
運
動
に
託
さ
れ

た
女
性
の
声
を
国
に
届
け

る
た
め
に
頑
張
り
ぬ
き
ま

す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
演
説
を
聞
い
た
女
性

（
70
）は
「
公
約
を
み
ん
な

破
っ
て
、
公
約
に
な
か
っ

た
消
費
税
を
あ
げ
る
民
主

党
に
裏
切
ら
れ
た
思
い
で

す
。
こ
ん
な
や
り
方
が
通

る
な
ら
、
有
権
者
は
何
を

信
じ
て
投
票
し
た
ら
い
い

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
民

主
党
や
自
民
党
に
う
ん
ざ

り
し
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

女性の願い託せる
　日本共産党の躍進を！！

プラスターを掲げ、通行人に増税反対を呼びかける
女性後援会員＝宇都宮市

梅村候補（左）と宣伝する秋山候補（右）＝大田原市＝

　
県
委
員
会
の
宣
伝
カ
ー

が
７
月
中
旬
に
納
車
さ
れ

ま
し
た
。
党
員
、
支
持
者

の
み
な
さ
ん
の
「
選
挙
に

勝
ち
た
い
」
と
の
思
い
が

こ
も
っ
た
車
で
す
。
大
切

に
使
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
車
体
は
、
新
車
で
は
対

応
で
き
ず
中
古
車
に
な
り

ま
し
た
が
、
足
回
り
、
エ

ン
ジ
ン
な
ど
は
良
好
で
す
。

ナ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
、
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
を

完
備
。
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク

な
の
で
以
前
と
く
ら
べ
運

転
は
格
段
に
楽
に
な
り
ま

し
た
。

　
県
委
員
会
は
、
早
速
、

宣
伝
を
開
始
。
内
閣
不
信

任
決
議
を
提
出
し
た
７
日

に
も
、
宇
都
宮
市
内
で
「
出

動
」
し
ま
し
た
。

購入した宣伝カーで早速、街頭宣伝に取り組む、たなべ明男衆院１区候補

みなさんのご協力で
新しい宣伝カーができました

　
み
ん
な
で
県

民
の
知
事
を
つ

く
る
会
（
天
谷

静
雄
代
表
委
員
）

は
７
月
15
日
と

８
月
２
日
に
会

議
を
開
き
、
11

月
の
県
知
事
選

挙
で
の
候
補
者

擁
立
を
め
ざ
し

努
力
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
会
は
、

県
労
連
、
新
婦

人
、
県
商
連
、農

民
連
、
共
産
党

な
ど
７
団
体
で

構
成
し
て
お
り
、

構
成
団
体
を
広

げ
つ
つ
、
県
民

の
切
実
な
要
求

を
柱
に「
県
民
が

求
め
る
栃
木
県
」

を
明
ら
か
に
す

る
政
策
協
議
を

す
す
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

知
事
選
挙
の
日

程
は
、
11
月
１
日

告
示
、
18
日
投
票

の
見
通
し
。

県
民
の
知
事
擁
立
へ
努
力

　
　  

み
ん
な
の
会

自治研の県政白書、刊行
　地域主権改革の名の下、スリム化・民営
化が進む福田県政。TPP、原発事故から暮
らしを守り、高齢者福祉や県民が輝くまち
づくりを進めるには…県政を多面的に分析、
提言する第三次県政白書がとちぎ自治研か
ら刊行されました。いま求められる県政を
県民目線で考える一冊です。               

おすすめします

私も執筆に
  参加しました　
元県議

　野村せつ子

『道州制で県民の暮らしはどうなる…  

  検証と提言　福田県政の8年間』

とちぎ地域・自治研究所編

 　   　定価 １，０００円

お求めは書店または日本共産党各
事務所へ

北関東ブロック女性キャラバン宣伝

女性の願い託せる
　日本共産党の躍進を！！

◆栃木２区◆

藤 井　   豊（64）＝新＝
党２区国政対策委員長
党県委員

◆栃木５区◆

川 上  　均（56）＝新＝
党５区国政対策責任者
党南部地区副委員長

ふじ　い　　　  ゆたか かわ かみ　　   ひとし

　
日
本
共
産
党
栃
木
県
委

員
会
は
、
７
月
20
日
記
者

会
見
し
、
次
期
衆
院
選
の

小
選
挙
区
候
補
者
と
し
て

藤
井
豊（
64
）＝
栃
木
２
区

＝
、
川
上
均（
56
）＝
栃
木

５
区
＝
の
２
氏
の
擁
立
を

発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
で

県
内
の
５
つ
の
選
挙
区
に

党
候
補
者
が
出
そ
ろ
い
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
が
全

選
挙
区
に
候
補
者
を
擁
立

す
る
の
は
、
03
年
の
総
選

挙
以
来
と
な
り
ま
す
。

　
記
者
会
見
で
藤
井
氏
は
、

「
地
域
の
要
求
を
積
極
的

に
取
り
あ
げ
、
北
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
躍
進
に
全
力

を
あ
げ
る
」
と
話
し
、
川

上
氏
は
、「
さ
よ
う
な
ら

原
発
10
万
人
集
会
に
参
加

し
、
政
治
に
対
す
る
国
民

の
怒
り
を
体
で
感
じ
た
」

と
述
べ
、
勝
利
へ
全
力
を

あ
げ
る
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。

全小選挙区で候補者決定

栃木 2 区

栃木 5 区

藤 井 　豊さん

川 上 　均さん

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・
広
島

　
　
　
　
　
　
　
　
県
内
16
人
が
参
加

　
広
島
で
開
催
さ
れ
た
原

水
爆
禁
止
２
０
１
２
年
世

界
大
会
（
８
月
４
日
〜
６

日
）
に
、
栃
木
県
か
ら

16
人
の
代
表
団
が
参
加
し
、

核
兵
器
や
原
発
を
な
く
す

草
の
根
か
ら
の
運
動
を
い

っ
そ
う
前
進
さ
せ
る
決
意

を
固
め
合
い
ま
し
た
。

　
世
界
大
会
で
は
、
潘
基

文
（
パ
ン
ギ
ム
ン
）
国
連

事
務
総
長
か
ら
「
私
は
核

兵
器
廃
絶
と
い
う
崇
高
な

目
標
を
達
成
す
る
運
動
で
、

み
な
さ
ん
の
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
こ
と
を
光
栄
に
思

い
ま
す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者

に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
か
ら
参
加

し
た
渡
辺
繁
さ
ん
は
「
国

連
が
、
被
爆
者
と
と
も
に

粘
り
強
く
活
動
す
る
原
水

爆
禁
止
運
動
を
高
く
評
価

し
、
国
際
政
治
が
、
各
国

か
ら
集
ま
る
核
兵
器
廃
絶

の
署
名
に
真
剣
に
向
き
合

お
う
と
し
て
お
り
、
運
動

へ
の
確
信
が
も
て
た
」
と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
世
界
大
会

で
の
分
科
会
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
広
島

市
を
中
心
に

19

カ
所
で
開

か
れ
、
県
内

参
加
者
は
、「
核

兵
器
・
原
発
、

私
た
ち
の
未

来
―
原
発
か

ら
の
撤
退
、

自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
考
え

る
」
な
ど
８

分
科
会
で
活
動
交
流
を
し

ま
し
た
。

　

世界大会で活動を交流する参加者＝広島市＝

沿道の人たちに原発ゼロをアピールする人

　
東
京
・
代
々
木
公
園
で

７
月
16
日
に
開
か
れ
た
「
さ

よ
う
な
ら
原
発
10
万
人

集
会
」。
炎
天
下
の
も
と

に
全
国
か
ら
17
万
人
（
主

催
者
発
表
）
が
集
ま
り
、

原
発
ゼ
ロ
を
求
め
る
国
民

の
意
思
を
示
し
ま
し
た
。

　
集
会
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

作
家
の
大
江
健
三
郎
さ
ん
、

音
楽
家
の
坂
本
龍
一
さ
ん

ら
著
名
９
氏
が
呼
び
か
け

た
も
の
で
す
。

　
県
内
か
ら
は
、
原
発
を

な
く
す
栃
木
県
連
絡
会
が

呼
び
か
け
、
約
４
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
青
地

に
ヒ
マ
ワ
リ
の
絵
と
「
Ｎ

Ｏ
！
Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
」
と
書

い
た
う
ち
わ
を
手
に
バ
ス

11
台
に
乗
り
合
う
な
ど
し

て
、
代
々
木
公
園
第
１
ス

テ
ー
ジ
近
く
に
結
集
。
日

本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委

員
長
が
訪
れ
「
い
っ
し
ょ

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
集
会
の
呼

び
か
け
人
ら
の
あ
い
さ
つ

に
大
き
な
拍
手
や
声
援
で

応
え
、
集
会
後
は
、
ビ
ル

街
な
ど
約
２
㎞
を
デ
モ
行

進
し
て
原
発
ゼ
ロ
を
ア
ピ

ー
ル
。
栃
木
市
か
ら
来
た

家
族
は
、「
脱
原
発
」「
再

稼
動
反
対
」「
命
が
い
ち

ば
ん
大
事
」「
国
民
の
声

を
聞
か
な
い
の
」
と
書
い

た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
１
枚
ず

つ
持
ち
、
歩
き
ま
し
た
。

　
大
規
模
な
集
会
は
初
め

て
と
い
う
看
護
師
の
中
山

則
子
さ
ん（
47
）＝
那
須
烏

山
市
＝
は
「
事
故
後
、
原

発
は
な
く
す
方
が
良
い
と

考
え
を
変
え
ま
し
た
。
多

く
の
人
が
集
ま

り
、
力
を
合
わ

せ
れ
ば
原
発
を

な
く
せ
る
と
思

い
ま
し
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
宇
都
宮
市
在

住
の
女
性
は「
ま

わ
り
の
人
に『
原

発
を
な
く
そ
う
』

と
伝
え
る
活
動

を
強
め
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

新
宿
コ
ー
ス
を
デ
モ
行
進
す
る
県
内
参
加
者
。

先
頭
に
立
つ
早
乙
女
利
次
４
区
候
補
（
左
端
）
＝
東
京
都
＝

７・16さようなら原発大集会　17万人が参加

原発なくせの国民の声　首都に響く
７・16さようなら原発大集会　17万人が参加

原発なくせの国民の声　首都に響く

　
栃
木
県
が
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
に
準
じ
て
独

自
の
基
金
を
創
設
す
る
方

針
と
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
を
公
表
し
た
こ
と
を

受
け
、
日
本
共
産
党
の
野

村
せ
つ
子
元
県
議
は
７
日
、

県
消
防
防
災
課
、
原
子
力

災
害
対
策
室
か
ら
概
要
を

聴
取
し
ま
し
た
。

　
基
金
は
国
の
生
活
再
建

支
援
法
、
災
害
救
助
法
対

象
の
災
害
で
戸
数
制
限
等

に
よ
り
対
象
外
と
な
っ
た

被
災
者
に
同
法
と
同
額
の

上
限
３
百
万
円
（
全
壊
＋

建
設
・
購
入
）
を
支
給
す

る
も
の
で
、
県
と
市
町
が

２
分
の
１
ず
つ
拠
出
し
造

成
、
来
年
度
か
ら
実
施
す

る
計
画
。
日
本
共
産
党
は

５
月
の
竜
巻
災
害
時
に
同

様
の
制
度
の
創
設
を
求
め

ま
し
た
が
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
防
災
計
画
（
見
直

し
）
は
、
原
子
力
災
害
対

策
編
や
竜
巻
対
策
が
盛
り

こ
ま
れ
、
８
日
か
ら
１
カ

月
間
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
野

村
元
県
議
は
県
民
の
意
見

を
反
映
す
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

県
が
被
災
者
支
援
の
基
金
創
設
、

地
域
防
災
計
画（
見
直
し
）を
発
表

県
が
被
災
者
支
援
の
基
金
創
設
、

地
域
防
災
計
画（
見
直
し
）を
発
表


